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『第5回学⽣が選ぶインターンシップアワード』 企業応募データ ①
NO.　　　

企業・団体情報 インターンシップ情報

オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流

200588

200588

【3Days】SE職のイメージが変わる！モノづくり業務体験

2021年8月　2021年9月

4 3 48

特に対象とする学部はない

大学1・2年生は募集の対象外とした

いいえ

いいえ

いいえ 支給なし

全て対面で実施

【疑似体験】ロールプレイングやシミュレーション形式の仕事体験　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）　【疑似体
験】課題に対する個人ワーク　【交流】社員との座談会　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

システム開発の上流工程である要件定義～基本設計を体験していただく3日間のプログラムです。
お客様に現状の課題やシステム開発への要望をヒアリングし、それをもとにどんなシステムを作っていくか考え、サンプルを作って提案をするところまでを4~5名程度のチームで実施いただきます。
システム開発の上流工程とプログラミングの作業をリアルに体験していただけますので、プログラミングが動いた時の感動や、お客様に対する傾聴力、チーム開発をする上でのコミュニケーションの
大切さ等、SE職のことを深く理解いただける内容です。
人事部社員がお客様役をし、ヒアリングの模擬体験ができます。
また、サンプルサイトを作成する上で、Excelで使用できるVBAというプログラミング言語に触れていただきます。未経験の方でも理解できるよう半日かけて解説してから実習を開始しました。
プログラミング経験者には、チーム内での指導役になってもらえるよう声掛けをし、チーム内のマネジメントを学んでいただいています。

■1日目
・オリエンテーション（インターン内容・スケジュール確認、参加者自己紹介、アイスブレイク、個人の目標設定、ビジネスマナー講義、名刺交換のロールプレイング）
・ヒアリング事前準備
・要件ヒアリング
・情報セキュリティ教育
・グループワーク（要件整理、基本設計、サンプルサイト作成、進捗報告）
・個人での日報作成（進捗報告、目標達成度合いの振り返り、翌日の課題整理）

■2日目
・VBA操作方法解説
・グループワーク（基本設計、スケジュール確認、再ヒアリング内容確認）
・お客様へ提案／再ヒアリング
・グループワーク（提案書、サンプルサイト作成、進捗確認）
・個人での日報作成

■3日目
・グループワーク（提案資料最終仕上げ、プレゼン準備）
・最終プレゼン（各チーム発表、質疑応答、評価／フィードバック）
・チーム内振り返り
・個人目標振り返り、日報作成
・現場社員座談会

6

若手社員

入社2～7年目若手社員2名との座談会を企画しました。
質疑応答形式で、業界や職種、弊社のことや、就職活動についてまで、NGワード無しとなっております。
先輩社員もざっくばらんに話していますので、弊社の社風や雰囲気も感じていただける時間となりました。

本プログラムのメインテーマのひとつである「お客様へのヒアリングの大切さ」をいかに伝えるかを工夫しました。
まず、お客様の設定を、学生に馴染みの無い業種（23卒対象プログラムでは保険代理店）とし、想像やイメージだけではサイトを作成
できないようにしました。お客様役である人事部社員は、サイト作成に必要な要件一覧をまとめた用紙を持ち、質問が来た項目のみ回
答していきます。ただ、「システムに詳しくないお客様」という設定ですので、聞き方によっては引き出せる情報は限られてきます。
ヒアリングを1日目と2日目で2度設けることにより、「これを聞いておけばよかった」という気付きと、ヒアリングの大切さを学んでい
ただける仕組みを作っています。
SE職は技術力が一番重要というイメージを持たれることが多いですが、コミュニケーション能力も非常に重要視されています。特に弊
社は未経験者の方も広く採用していますので、上記のようなヒアリングやチーム開発を通してSE職のイメージを変えていただけるよう
なプログラムを用意しました。

VBAに関するテキストを配布し、興味のある方は自宅でもプログラミング練習ができるようにしています。

学生への終了後のアンケートを実施し、改善点があれば次年度のプログラムに活かしております。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　学生1人ひとりに対する目標設定　人事や社員による講義・レクチャー

■インターン内容・スケジュール確認
システム開発はタイムマネジメントも重要になります。3日間の作業時間を確認していただき、作成物ごとの大まかな納期を最初に意識していただきます。

■参加者自己紹介
インターンシップでは、学生同士の交流や情報交換の場にもしていただきたい為、事前に用意いただいたオフショット写真を用いて、人柄が分かるような自己紹介をお願いしています。

■アイスブレイク
チーム内での情報共有を密に行わないとできないゲーム形式のワークをご用意しています。アイスブレイク後、チーム開発は情報共有が大切だという旨を伝えています。

■個人の目標設定
3日間を通しての目標を２～３設定いただき、1日ごとに達成度合いを日報を通して報告いただきます。

■ビジネスマナー講義
ヒアリングの為に、挨拶や上座下座の解説を行います。

■名刺交換のロールプレイング
名刺を用紙していますので、学生同士で実施いただきます。ヒアリング時も名刺交換をします。

グループに対する口頭と書面の両方

30分未満 プログラムの最後に1回行った

■チームごとの全体評価
プログラムの最後に実施しています。人事部社員より、システムの完成度やヒアリングの質問内容、グループワーク中のコミュニケー
ション度合い等、多方面からフィードバックを行います。良かったところだけではなく、アドバイスも1チームごとに伝えています。

■全体講評
SE経験のある人事部長より行います。人事部長のSEとしての経験にも触れながら、実際の業務でもチームワークやコミュニケーション
が重要になること、参加学生への今後の期待を話します。

学生全体に対する評価・フィードバック　インターンシップ終了後の定期的な連絡・フォロー　就職活動に対するアドバイス・レク
チャー

非上場

■参加学生個人へ対するフィードバック
プログラム実施中はチーム全体に対するフィードバックでしたが、終了後は個人に対するフィードバックも実施しています。
後日メールにて、3日間を通して人事部社員からの評価点とアドバイスを記載し、今後他社でインターンシップを参加した時に役立ててもらえるようにしています。
また、プログラム終盤、参加学生に、チームメンバーへのメッセージと強みをアンケートに記載していただきますので、そちらの共有も併せて行っています。一緒に作業していた
仲間だからこそ気付いた強みを伝えることで、今後の就職活動にも活かしていただければと思い実施しています。

■定期的な連絡
弊社の情報を月に1回程度メルマガ形式で配信しています。

■就活セミナーの実施
インターンシップ参加者限定イベントとして、新卒採用担当者のセミナーを実施しています。履歴書の書き方や面接で見られるポイント、マナー等、就職活動の準備をサポートす
るような内容です。
会の最後には、若手SEとの座談会も設け、就職活動に対する不安をなくしていただけるよう工夫しています。

100～300人未満

ソフトウエア・情報処理・ネット関連


